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 愛知県立大学グローバル学術交流 

「普遍と個別/日常-グローバル時代の指針を求めて-」取材依頼について 

 

 「グローバル学術交流」は今年度より新たに開講する教養教育科目（全学部生対象）であり、

教員の国際的な研究・交流を教育の場にフィードバックするものです。毎年一つのテーマに基づ

き本学が擁する５学部の教員がその専門性を生かした多角的な講義を実施するとともに、海外か

ら招聘する研究者の講演や本学の大学院生、留学生を交えたプレゼンテーションやディスカッシ

ョンなどグローバルな学術的交流の場を設けるアクティブラーニングを取り入れた授業です。 

 今年度は５学部・約４０名の学生が受講し、「普遍と個別/日常-グローバル時代の指針を求めて

-」と題して５学部教員による講義を実施しています。その目玉として、７月１７日には、スペイ

ン・バルセローナ大学より研究者を招聘して講演会と教員との意見交換を実施します。 

ぜひ本学の取り組みをご取材ください。 

 

取材対象回 

（講義） 

○6/12（月）14:30～16:00（担当：中島茂学術研究情報センター長） 

 前期の講義全般を踏まえ、本学大学院生と留学生を交えてプレゼンテーション及

びグループディスカッションを行う。 

 

○6/19（月）14:30～16:00（担当：鮎京正訓愛知県公立大学法人理事長） 

 「日本の憲法・アジアの憲法①」 

 

○6/26（月）14:30～16:00（担当：鮎京正訓愛知県公立大学法人理事長） 

 「日本の憲法・アジアの憲法②」 

 

○7/10（月）14:30～16:00（担当：奥野良知外国語学部教授） 

 「アリゼンダ・パルジーア氏講演会の事前授業」 

 原理的に多文化の共生を否定的しがちな「国民国家」は、グローバル化の進展に

よってどう変化していくのか。スペインとカタルーニャの事例から考える。 

取材対象回 

（講演会） 

○7/17（月・祝）14:30～16:00（一般公開） ※本学特別開講日 

「グローバリゼーションと新国家の形成－カタルーニャの場合－」 

（アリゼンダ・パルジーア氏：スペイン・バルセローナ大学経済学部教授）  

    〃   16:10～16:40 本学教員とのディスカッション 

        17:00～17:40 受講生とのディスカッション 

会 場 

愛知県立大学長久手キャンパス（長久手市茨ケ廻間 1522-3） 

講義回 Ｂ１０７講義室 

講演会 講堂 

備 考 

「グローバル学術交流」については、別紙 1（シラバス）をご参照ください。 

また講演会については、本件と同日の記者発表資料（愛知県政記者クラブ・名古屋

教育・医療記者会）及び別紙 2（チラシ）をご参照ください。 

 

平 成 2 9 年 6 月 7 日 （水） 

愛知県立大学学術情報部 

研究支援・地域連携課 

担当：森部、松原 

電話 0561-76-8843 



講義題目 普遍と個別／日常―グローバル時代の指針を求めて― 曜日・時限 月曜 4限 

担当教員 中島 茂 開講時期 2017年度前期 

到達目標 

この授業は本学の５学部が一つとなって各学部の専門性を活かしつつ、グローバルな時代要

請に応える授業である。総合的・複眼的そして価値追究的に現在と将来を見据える機会とな

るように、学際的な視点から学問の存在意義に触れつつ課題発見への思考を育み、前向きに

実践的に歩み出す能力(個別性)を獲得することを目標とする。 

授業概要 

グローバル時代の到来によって、近代の国民国家という理念が大きく揺らぎ、人類の交流と

融合は新たな歴史を踏み出している。その一方で民族紛争や宗教紛争、貧困の拡大、地球温

暖化に伴う災害や核脅威など地球規模の危機から将来展望は楽観を許さない。しかし、「グ

ローバル社会」のあり方は、誰かに決めてもらうのではなく、私たち自身が創造していかな

ければならない。 

普遍性と個別性の葛藤、たとえば、自由と平等の相克やその調整システムとしての民主主義

といった理念は、日本国憲法前文にもいう「人類普遍の原理」としてその実現が目指されて

きた一方で、日常生活には必ずしも貫徹されていない。私たちは、ここで一般と個別、普遍

と日常の関わりを考えることで、改めて人類の将来指針を探究しなくてはならないのではな

いか。 

この授業は講義と演習の組み合わせである。グローバル学術交流の主旨に基づき統一テーマ

のもと、５学部の専門領域の最前線からの講義と海外からの講師の講演、および、それらを

踏まえた討論を実施するグローバルな学術交流を活用したアクティブラーニング型授業で

ある。 

授業計画 

１．イントロダクション 

履修ガイダンス。3～7回の講義に関する参考文献を提示。外部講師の著作リスト等を配布。 

２．テーマ「普遍と個別・日常―グローバル時代の指針を求めて―」に関する概説 

３．「グローバル時代における個人」（担当：教育福祉学部望月先生） 

４．「安楽死・尊厳死・自然死 － 生と死を考える」（担当：看護学部荻先生） 

５．ディスカッション（担当：教育福祉学部望月先生、看護学部荻先生） 

６.「日常言語の規則性」（担当：日本文化学部久保薗先生） 

７．「グローバル時代の情報科学技術の方向性－未来を決める 12の法則性について」（担当：

情報科学部奥田先生） 

８．ディスカッション（担当：日本文化学部久保薗先生、情報科学部奥田先生） 

９. 院生と留学生のプレゼンテーションとディスカッション 

10. 「日本の憲法・アジアの憲法①」（担当：鮎京正訓愛知県公立大学法人理事長） 

11. 「日本の憲法・アジアの憲法②」（担当：鮎京正訓愛知県公立大学法人理事長） 

12.「アリゼンダ・パルジーア氏の講演会の事前授業」（担当：外国語学部奥野先生） 

原理的に多文化の共生を否定的しがちな「国民国家」は、グローバル化の進展によってどう

変化していくのか。スペインとカタルーニャの事例から考える。 

13.アリゼンダ・パルジーア先生の講演会（公開） 

「グローバリゼーションと新国家の形成―カタルーニャの場合」 

14.〔講演会の続き〕本学教員とのディスカッション 

14. アフターセッション： パルジーア先生と受講生による質疑応答 

15. 総括討論（グループごとの発表会を含む） 

 

別紙１ 



別紙２


	記者発表資料（H29.6.7グローバル学術交流案） (2)
	シラバス（グローバル学術交流）
	03_029_A4_030ol_2

